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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第95号（2024年11月）

問 	 障害者の就労支援の取り組みは。
答 	 市独自で就労支援専門員を田原福祉センター内に
ある障害者総合相談センターに配置し、就労を希
望する障害者と、障害者が働ける企業等を結びつ
ける支援や、障害者が働ける企業等の開拓に取り
組んでいる。

問 	 農業の盛んな本市において農福連携に関して、ど
のような展望を持って進めていくのか。

答 	 今後の展望として、田原市障害者計画やたはら農
業プランに記載のとおり、関係機関と連携して進
めていく。具体的には、自立支援協議会等での農
福連携に関する情報を共有する中で、農福連携に
協力していただける農家や事業所等の発掘を進め
つつ、他市町の取り組み状況も参考に研究してい
きたい。

問 	 ひきこもりからの脱却に関する支援は。
答 	 ひきこもりの方に対する支援として、その原因が
発達障害や精神障害である場合については、障害
者総合相談センターでの相談受け付けや相談支援

専門員の家庭訪問などにより、必要な障害福祉
サービスや医療につなぐ支援を行っている。

問 	 10月から開設される新たな地域活動支援センター
の内容は。

答 	 新たな地域活動支援センターは、比較的三河田原
駅に近い場所で開設を予定しており、受け入れ定
員は1日20名で、社会との交流の促進につながる
買物などの外出支援や調理教室など、創作活動の
機会の提供等を行う予定である。

障害者支援施策について

関係機関と連携して進めていく

本市の農福連携における今後の展望と
進め方は
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